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特集Ⅱ
　

◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

◆
プ
レ
シ
ン
ポ
の
趣
旨
―
―「『
原
発
と
人
権
』
全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会 

in 

ふ
く

し
ま
」
は
、
こ
れ
ま
で
事
故
発
災
以
来
、
隔
年
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
本
特
集
「
福
島
原

発
事
故
か
ら
10
年
―
―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
は
、
そ
の
第
五
回
集
会
の
プ
レ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
、
今
年
一
〇
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
一
〇
年
、
年
を
経
る
ご
と
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
道
に
反
比
例
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
被
災
地
や
被
害
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
報
じ
な
く
な
り
、
事
故
被
害
は
消
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
、
第
五
回
集
会
を
二
〇
二
〇
年
春
に

開
催
す
る
こ
と
を
予
定
し
た
。
集
会
で
は
、
改
め
て
多
様
で
深
刻
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
被
災
者
及
び
被
災
地
の
現
状
を
確
認
し
、
被
害
の
完
全
救
済
と
真
の
復
興
の
あ
り

方
、
脱
原
発
の
方
向
性
を
議
論
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
猛
威
に
よ
っ
て
、
集
会
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
ず
、
本
集
会
は
一
〇
年
を
終
え
た
時

期（
二
〇
二
一
年
四
月
三
日
）に
開
催
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
一
〇
年
目
の
節
目
に
お
け
る

現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
、
プ
レ
シ
ン
ポ
を
開
催
し
た
。

　

◆
現
状
認
識
と
し
て
―
―
帰
還
困
難
区
域
を
除
く
全
て
の
避
難
指
示
区
域
で
、
除
染

特
別
地
域
の
除
染
の
終
了
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
い
う
二
つ
の
避
難
指
示
解
除
の
要
件
が

整
っ
た
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
。
こ
れ

を
期
に
、
国
は
「
避
難
者
」
統
計
を
廃
止
し
、
救
済
制
度
を
順
次
廃
止
し
て
き
た
。
帰
還

困
難
区
域
の
住
民
に
対
し
て
さ
え
、
仮
設
住
宅
の
供
与
を
終
了
し
、
家
賃
補
助
を
打
ち

切
っ
た
。
統
計
か
ら
消
さ
れ
た
避
難
者
を
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ
て
困
難
な
生
活

を
強
い
ら
れ
る
人
も
増
え
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
た
方
々
は
さ
ら
に
厳
し
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
避
難
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
被
災
者
を
切
り
捨
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
国
及
び
県
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
用
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
し
て
「
復
興
な
っ
た

福
島
」
の
創
出
に
力
を
入
れ
、「
救
済
」
か
ら
「
復
興
」
へ
と
全
面
的
に
舵
を
切
っ
た
。
浜
通

り
で
は「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
」構
想
が
着
々
と
実
現
さ
れ
、
常
磐
線
も
全
線
開
通

し
た
。
同
構
想
で
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
廃
炉
関
連
を
含
む
事
業
に
よ
る
流
入
人
口
を

期
待
し
、
新
た
な
住
民
と
の
産
業
創
成
・
地
域
づ
く
り
を
「
復
興
」
と
し
て
推
し
進
め
る
。

　

ま
た
、
戻
れ
な
い
人
の
農
地
あ
る
い
は
立
ち
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
森
林
を
利
用
し
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
メ
ガ
風
力
発
電
な
ど
、
形
を
変
え
た
首
都
圏
へ
の
電
力
供
給
基
地
化
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
除
染
代
わ
り
の
森
林
整
備
で
発
生
し
た
木
材
を
利
用
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
も
現
れ
て
い
る
。
事
故
の
後
始
末
に
し
て
も
、
除
染
で
集
め
ら

れ
た
土
壌
や
放
射
性
廃
棄
物
を
路
盤
材
や
農
地
そ
の
他
に
再
利
用
し
、
最
終
処
分
量
を

大
幅
に
減
少
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
予
定
地
の
す
ぐ
側
も
、
事
故
を
過
去
の
も
の
と
す
る
よ

う
な
名
称
の
「
伝
承
館
」
の
ま
わ
り
も
、
帰
還
困
難
区
域
で
事
故
当
時
の
ま
ま
と
な
っ
た

家
屋
や
田
畑
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
廃
炉
の
展
望
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
汚
染
水
処
理
問
題

で
揺
れ
て
い
る
。

　

◆
プ
レ
シ
ン
ポ
の
内
容
―
―
と
こ
ろ
で
、
九
月
三
〇
日
に
は
生
業
訴
訟
仙
台
高
裁
判
決

で
、
高
裁
段
階
で
は
初
め
て
国
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
原
告
の
主
張
が
大
幅
に

認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
各
新
聞
が
こ
れ
を
一
斉
に
一
面
で
報
じ
、
被
害
救
済
の
課
題
が

未
だ
解
決
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
誰
の
目
に
も
明
ら
か
し
た
。
福
島
原
発
事
故
に
今
一

度
目
が
向
け
ら
れ
る
中
で
、
現
状
と
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
福
島
原
発
事
故
が
提
起
し
た
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て（
池

内
了
氏
）、
生
業
訴
訟
判
決
な
ど
の
福
島
原
発
事
故
損
害
賠
償
裁
判
の
現
状（
南
雲
芳
夫
氏
、

米
倉
勉
氏
）、
被
災
地
福
島
全
体
と
飯
舘
村
を
中
心
に
復
興
の
問
題
点（
伊
東
達
也
氏
、
糸
長

浩
司
氏
）に
つ
い
て
、
講
演
を
お
願
い
し
た
。
第
二
部
で
は
全
国
四
か
所
の
原
発
を
抱
え

る
地
域（
青
森
、
茨
城
、
福
井
、
福
岡
）か
ら
報
告
を
得
た
こ
と
も
、
貴
重
な
取
り
組
み
だ
っ

た
。
具
体
的
な
報
告
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
各
論
考
を
読
ま
れ
た
い
。

 （「
第
５
回『
原
発
と
人
権
』全
国
研
究
・
市
民
交
流
集
会 

in 

福
島
」実
行
委
員
長　
礒
野
弥
生
）
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